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猿払村立浅茅野小学校便り 令和３年３月２４日発行 第１２号

卒業式総括～明るい未来をつくる想像力・学びを活かす活用力～ 

猿払村立浅茅野小学校長 荒谷 卓朗  

 卒業式が無事に挙行できましたことに心からお礼申し上げます。当日も浅茅野っ子の「明

るい未来をつくる想像力」と「学びを活かす活用力」が発揮されました。～歌唱・呼びかけ

はなくても心が通い合う場を創り出したい～子どもの願いを叶える先生たちの情熱。心を込

めた装飾・お祝い掲示、廊下のテレビで流れる在校生の贈る歌、卒業生から在校生にむけた

動画メッセージ、一年間の集大成というべき数々の傑作は、参会者の心に響きました。 

  

  

《お祝い掲示＆似顔絵アート＆歌の贈りもの動画》 《全員入賞の美術展＆思い出ランドセルの手紙》 

 

１年間の児童の成長を総括する意味で、式辞の一部をご紹介します。 

マスターピース。傑作という意味です。全校児童が絵画展に入賞するという快挙を成し遂げまし

た。卒業生の１人がランドセルを描きました。６年間の小学校生活の思い出が入った宝物です。今、

そのランドセルは低学年教室の前に形を変えて飾られています。 

今朝、教室の前で流れていた在校生の歌の贈り物。卒業生に届けに行った時、喜んでくれました

ね。今年は学習の発表やプレゼントなど沢山の動画をつくりました。その一つの成果が、ＫＷＮ動画

コンテスト。クッチャロ湖での植樹体験をもとに卒業生がつくった「レイとクラの環境物語」。全国

170 チーム中で小学校 8 校の１つとして佳作に選ばれました。まさに傑作マスターピースです。 

 言葉の宝物「ペップカルタ」。「コロナでも皆で遊ぼう楽しいね 深まる絆新たな出会い」 

全校児童と家族、地域の方と一緒につくった絆です。校長室で低学年とカルタをしていた６年生が

遊び方のアイデアを出してくれました。後輩に受け継がれる文化。それがマスタ－ピースです。 

卒業生の皆さんは、卒業してもコミュニティスクール浅茅野小学校の一員です。在校生、入学し

てくる子どもたちの夢を共に叶える学校、支える地域を一緒につくりましょう。 

終わりに最幸のペップトーク。世の中で一番美しい言葉をご存じですか。それは「ありがとう」で

す。今日、卒業式ができる幸せ。今日の幸せは当たり前ではない。有り難いことです。それを胸に刻

みましょう。 

 関係機関、保護者、ＣＳ委員、地域の皆様方のご協力に厚く感謝申し上げます。 
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４月のスクールバス下校便について 

毎週木曜日は、基本的に５時間授業となり、

下校は14:20学校発となります。 

１年生については、毎週、水曜日が４時間授

業となり、下校が13:30学校発となります。 

・１年生は、学校生活に慣れるまで、午前授業

とします。（４月１２日まで）この間の下校

時刻は、11:30です。 

・家庭訪問日は、５時間授業となります。 

７日（水）着任式・始業式・入学式 

８日（木）全校朝会 縦割り班会議 

     PTA 三役会議 

 

１３日（火）１年生給食開始 

１５日（水）研修 ５時間授業 

１６日（金）身体測定・視力・聴力検査 

      なかよし号 

１８日（日）参観日 全体懇談 学級懇談 

      PTA 総会 

１９日（月）振替休業 

２１日（水）児童会 歯科検診 

２２日（木）学力検査 家庭訪問① 

 ５時間授業 

２６日（月）家庭訪問② ５時間授業 

２７日（火）家庭訪問③ ５時間授業 

      １年生歓迎会 

２８日（水）児童総会 

２９日（水）昭和の日 

３０日（木）知能検査 職員会議 

 

２年間お世話になりました 

教頭 工藤 恒 

浅茅野小学校での２年 

間は、あっという間でした。教諭として、１度

お世話になったこの浅茅野に教頭としても赴

任することができて本当によかったと思って

おります。児童・保護者・地域の皆さんに支え

られながら、過ごしてきた２年間は、とても大

切な時間です。次の職場でもここでの経験を生

かして、宗谷の教育のために尽力していきたい

と考えております。２年間、ありがとうござい

ました。 

３月２０日（土）に第１０１回卒業証書授与式が行われました。

例年通りの卒業式とはなりませんでしたが、在校生と卒業生の保護

者に見守られながら、無事、卒業式を終えることができました。 

６年生の琉七さん、日向子さん、現さんは、浅茅野小学校で学ん

だことを生かし、相手の気持ちを考えて行動できる思いやりのある

中学生として、これからもたくさんの場面で活躍してくれることと

思います。 

これまで、お子さんのために、また、PTAとして学校にご支援

、ご協力いただいた保護者の皆様にも感謝とお祝いの言葉を申し上

げます。 

お子さんのご卒業、誠におめでとうございます。 

養護教諭 髙橋 奈津子 

２年間、浅茅野小学校

で養護教諭として勤務し

、私自身も児童と一緒に

学びながら過ごしてきま

した。児童のみなさんは 

素直で優しく、一緒に遊ぶことが多く、毎

日とても楽しかったです。保護者・地域の皆

様には、行事毎に北海道のこと、浅茅野のこ

と、本当に様々な事を教えていただきました

。大変お世話になりました。この地を離れる

ことにはなりますが、皆様のご多幸をお祈り

しております。2年間、ありがとうございま

した。 


